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つくばの特徴 
■CO2 削減のための技術や知見の集積 

大学・研究機関が集積するつくば市には，地球温

暖化対策に寄与する革新的な CO2 削減技術・知見

が集積しています。 

 

■モデルにふさわしい田園都市 

筑波山に代表される豊かな自然環境と都市環境

とが調和する田園都市です。低炭素社会づくりの他

地域のモデルとしてふさわしい環境に恵まれてい

ます。 

 

■つくばエクスプレス沿線の新しい街づくり 

つくばエクスプレス沿線では，知・都市・自然が

調和する暮らし“つくばスタイル”をテーマにした

新しい街づくりが進んでいます。 

 

３Ｅフォーラム 
2007 年に，筑波大学を中心に，産業技術総

合研究所，国立環境研究所，物質・材料研究機

構，農業・食品産業技術総合研究機構などが参

加して，低炭素のエコシティーつくばモデルの

構築を目標に研究を進める「つくば３Ｅフォー

ラム」が立ち上げられました。 

大学・研究機関の研究者が，低炭素社会づく

りに連携して応える機運が高まっています。 

新たな役割 
つくば市は，研究学園都市として「エコ・ライフ・

モデル都市」が基本目標の一つに掲げられていま

す。科学技術や知見の集積，都市環境など，つ

くばの特徴を活かした国内・世界のモデルとな

る地球温暖化対策が求められています。 

 

地球温暖化対策の世界的な高まり 
近年，地球温暖化問題が顕在化しており，世界中において低炭素社会に向け，さまざまな対策が取ら

れています。我が国においても，「2050 年までに世界全体の CO2 排出量を半減する」という目標を提

唱しています。 

つくば環境スタイル 
つくば市では，他の地域のモデルとなる

低炭素社会づくりを進めることが重要で

あるとの認識の元，市民，企業，大学・研

究機関，行政が連携して取り組むため，「つ

くば市環境都市推進委員会」が発足し，

2030 年までに一人当たりのＣＯ２排出量

を 50％削減することを目標に掲げた「つ

くば環境スタイル」を打ち出しました。 

「つくば環境スタイル」は，「市民等

の協働の実践体制の構築」と「二酸化炭素

削減技術の開発・実験」とを統合して，国

内・世界へ発信・普及を図ることを基本コ

ンセプトにしています。 
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つくば市の 

CO2排出量の現況 
 

つくば市における部門別ＣＯ2排出量と構成比 

部門 排出量（万ｔ-CO2） 割合（％） 

産業部門 15.6 9.3 

民生 
家庭部門 33.0 19.7 

業務部門 89.8 53.5 

運輸部門 
27.0 

（うち自動車：26.6） 
16.1 

廃棄物部門(廃プラ) 2.4 1.4 

合計 167.8 100  

 

つくば市は，民生（業務部門）の割合が非常に高く

なっています。 

「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき報

告されている温室効果ガス排出量の値からは，大学や

公的研究機関の排出量が約 70 万ｔに上ると推計され

ます。この値からは，民生業務部門の 8 割近くを占め

るものと推定されます。 

大学・研究機関が集積する特徴が，ここにも表れて

います。 

つくば市における部門別エネルギーの内訳 

業務部門のエネルギーでは，電力の割合が突

出しています。大学・研究機関では，環境報告

書を作成し排出実態を公開する取り組み等を行

っていますが，これらを今後も進めるとともに，

その他の事業所も含め更なる CO2 排出量の削

減に向けて，つくば環境スタイル行動計画と連

携した取り組みが欠かせません。 

 

つくば市の人口一人当たりの CO2排出量 

約 8.3ｔ- CO2 

（2006 年１0 月 1 日現在の人口 約 2０万 3 千人で算出） 

 

期間             
2009 年度を初年度とし，201３年度までの

５年計画とします。毎年，向こう 5 年の実施状

況をレビューし，必要に 

応じて見直しを行います。 

5 年毎に全体計画の見直 

しを行います。 

目標              
CO2 排出量の大幅な削減のためには，一人ひ

とりのライフスタイルから革新技術に至るまで，

まさに環境という名のごとく，取り巻く全てのも

のを変革していかなければなりません。 

そこで，つくば環境スタイル行動計画の基本目

標を次のように設定します。 

本編は，つくば市ホームページに掲載しています 

 

つくば環境スタイル 

行動計画(概要版) 

目標Ⅰ 
 研究機関の集積と田園都市環境を活かし，

地球を救う革新技術の普及に先駆けた二酸化

炭素削減のための実証フィールドとしてのシ

ステム的な基盤をつくります。 

 

目標Ⅱ 
 実行できるすべての取り組みを全員参加と

協働を基本に進めます。その評価を行いなが

ら，常に最適な取組みへの進化を目指します。

他の自治体のモデルとなる取り組みを進めま

す。 

 

目標Ⅲ 
あらゆる世代への環境教育を進めることに

より，環境意識の高揚を図り，全ての行動を

支える基盤をつくります。 

20.2%

ガソリン
77.0%

灯油
33.0%

都市ガス
17.4%

電力
74.5%

電力
63.3%

電力
49.3%

13.4%

4.2%

廃棄物部門
1.4%

産業部門
9.3%

家庭部門
19.7%

業務部門
53.5%

運輸部門
16.1%

軽質油製品

灯油

重質油製品

A重油

B･C重油

石油ｶﾞｽ

都市ガス

電力

ガソリン

軽油

ジェット

廃プラスチック

外円：部門別比率

内円：部門内訳
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具体的な取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の 

方向 
具体の施策 実施施策 

制
度
・シ
ス
テ
ム
の
整
備 

学校環境教

育プログラム

の構築 

幼稚園，小･中学校への

環境カリキュラムの導入 

環境教育カリキュラムの作成 

環境にやさしい料理教室の実施 

つくば IEC 運動 

（改革・環境保護・地域社会） 

市民・企業

参加型環境

教育プログ

ラムの構築 

省エネルギーに対する啓発 

一人一環境協力宣言（1人1日1kg削減20万人運動）

（市ホームページを利用した環境情報の周知） 

３Ｒ・ゴミ削減運動への理解・参加への啓発 

省エネルギーに対する理解の啓発 

つくばエコ大学院の創設 

環境配慮型企業への理解・

啓発 

ISO14001 等環境認証取得の推奨 

（環境に配慮した事業者の育成） 

カーボンフットプリントの表示，制度の普及 

グリーン商品の購入推進 

環境情報

発信施設

の整備 

つくば環境スタイルセンタ

ーによる情報収集と発信 

つくば環境スタイルセンターの活用 

（情報発信・収集） 

環境イベントへの理解・参加への啓発 

（つくば環境スタイルツアーの実施） 

環境・地球温暖化対策等に関する計画の策定と周知 

茨城県次世代エネルギーパークの利用 

施策の方向 具体の施策 実施施策 

二酸化炭素吸収源を増やす 

植樹等による緑化の推進 

植栽による CO2吸収源の維持 

緑のカーテン設置やグラスパーキングの整備 

工場緑化の導入促進 

農地の保全 休耕田・畑の有効活用 

森林の整備保全 
森林と里山の保全整備の推進 

高崎自然の森整備 

グリーンバンク制度の創設 
遊休農地等を登録し，貸し出しを斡旋するシス

テムの整備 

バイオマス利活用 

廃食油の利活用 天ぷら油の回収と廃食油バイオディーゼル燃料化 

バイオディーゼルの利活

用に向けた実証実験 
藻類バイオディーゼルの利活用に向けた実証実験 

バイオマス利活用モデル

実証実験及び構想の策定 
バイオマス利活用型まちづくりの推進 

地産地消 地産地消の実施 フードマイレージの導入，地産地消の推進 

制度・システムの整備 制度による緑の確保 

地区計画等による緑地の確保 

生垣設置補助事業 

駐車場植樹事業 

施策の方向 具体の施策 実施施策 

意識啓発，教育 
戦略的な情報提供によ

る環境配慮行動の推進 

モビリティマネジメントの推進 

エコドライブの啓発・教育・取り組み 

エコサイクリングの推進 

自転車マップ作成 

クリーンエネルギー自動

車の普及促進 

クリーンエネルギー自

動車の普及促進 
低公害型バスの導入 

公共交通機関の利用促進 

公共交通体系の見直し 
市内バス路線網の再編（つくバスの再編含む） 

工業団地2次交通整備 

割引制度の導入・検討 
大口一括特約定期の導入推進 

高齢者割引制度の導入検討 

乗り換え拠点の整備 つくば駅前広場再整備 

自転車のまちづくり 

自転車利用の施設整備 

自転車環境の改善 歩道・自転車道のメンテナンス 

自転車レーンの設置 

駐輪場整備 

レンタサイクルや電動

自転車の普及 

レンタサイクル事業の拡大 

電動自転車の普及 

低炭素化意識 

の環境教育 
筑波研究学園都市が持つポ

テンシャルを十分に発揮さ

せ，最新の研究成果や環境情

報を積極的に収集するととも

に，広く発信します。また，

市内の学校や市民・企業など，

市に係わるすべての人々が地

球環境や新エネルギー等に強

い関心や知識を身に付けるこ

とを主眼とした教育プログラ

ムを作成します。 

これら「つくば発の環境教

育プログラム」は，特に小・

中学校では常に環境意識を持

つ人材を育成することを目的

とし，また市民や企業等には

それぞれニーズに合った環境

教育のプログラムを構築し，

実践します。 

低炭素新交通体系 

の構築 
自家用車中心から自転車・バ

スへの転換，電気自動車の導

入，効率的なバス網再編成等の

総合的な交通体系の再編・転換

により，CO2 の削減を図りま

す。 

将来的には，パーソナルビー

クルや移動ロボットなど都市

構造にふさわしい新たな交通

システムにより，低炭素型都市

を形成する新しい交通体系の

構築を目指します。 

 

低炭素田園空間 

の創出 
居住空間周辺において，水

と緑の拠点整備等による良好

な環境空間の実現を図るとと

もに，環境に配慮した農業推

進や地産地消の推進等によ

り，低炭素型の「食」と「農」

の充実に努めます。 

また，バイオマスエネルギ

ーの利活用を推進すること

で，新エネルギーの確保のみ

ならず，農業の活性化を目指

します。 

http://www.city.tsukuba.ibaraki.jp/13/883/2577/ 

行動計画では，5 年以内に実施する具体的な取り組みについて掲
げています。４本の柱ごとに、各施策をご紹介します。 

つくば環境スタイル 

行動計画(概要版) 
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施策の方向・具体の施策・実施施策 

全員参加モニタリングシティ（実験タウンＡ） 

今すぐ使える技術で，誰でも出来る，全員参加の実証実験フィールド 

低炭素環境モデルタウン（実験タウンＢ） 

最先端ハイテク技術のエリア的導入による 

低炭素環境先導モデルのまちづくり実証実験フィールド 

近未来エネルギー（実験タウンＣ） 

近未来の低炭素な暮らしのパイロット的実証実験フィールド 

低炭素技術開発ショーケース（実験タウンＤ） 

未来の低炭素社会づくりを飛躍的に加速させる最先端技術実証実験のショーケース 

施策の方向 具体の施策 実施施策 

公共施設等への環境配

慮技術の積極的導入 

公共施設等への環境配

慮技術の積極的導入 

つくば駅前広場再整備 

新市庁舎建設の環境配慮 

（仮称）春日小中学校新設時にお

ける環境配慮 

廃棄物の焼却に由来す

る二酸化炭素排出削減

対策の推進 

廃熱利用 
クリーンセンターの焼却廃熱の余

熱の利活用策の検討 

発行：つくば市 編集：市長公室環境都市推進室 

住所：〒305-8555 茨城県つくば市苅間 2530 番地 2（研究学園 D32 街区 2 画地） 

「つくば環境スタイル」計画書及び行動計画は，市ホームページでもご覧いただけます。 

ＵＲＬ：http://www.city.tsukuba.ibaraki.jp/13/883/2577/ 

つくば環境スタイルを推進するために 
つくば環境スタイルを推進するためには，具体的な取り組みを実行するとともに，以下の方策を進めて

いく必要があります。 

実験低炭素タウン 

の展開 
2030 年までに，国内はもと

よりアジア・世界で新たな環境ビ

ジネスの展開をはじめ，地球環境

に対する国際貢献が可能な技術

と実践の仕組みを発信します。 

市では，シンプルライフ・シ

ンプルエネルギーを実践させる

まちづくりを目指します。 
 

ここでいうシンプルライフとは，大

量消費，大量廃棄型の生活スタイル

を改め，資源が循環し，エネルギー

の無駄な消費をしない環境に優し

いライフスタイルを現しています。

シンプルエネルギーとは，各種の法

や規制，長距離送電に縛られること

なく，本来理想と考える無駄の尐な

いエネルギーの供給や利用形態を

追求したまちの姿を現しています。 

 

①環境家計簿などを通じて，ＮＰＯと市民が積極的に連

携する取り組みなどの制度的仕組みをつくります。 

②環境保全基金等を創設し，環境活動を行う団体への支

援策を進めます。 

③つくば環境スタイルセンターを設立し，つくば環境ス

タイルの取り組みやその成果について，市民を含め幅

広い情報発信を進めます 

④大学・研究機関同士の連携による総合的共同研究を実

施するとともに連携強化を図ります。 

 

⑤つくば環境スタイル行動計画の取り組みを進めるた

め，有効な方策の積極的活用を図ります。 

⑥つくばエクスプレス沿線自治体や豊かな水と森に包ま

れた地域等との自治体連携を積極的に図ります。 

⑦つくば３Ｅフォーラムとの連携により，低炭素革新技

術の導入等の取り組みを進めます。 

つくば環境スタイル 

行動計画(概要版) 

世界目標である 

2050 年までのＣＯ２排出量50％削減に先駆け， 

2030 年までのＣＯ２排出量 50％削減を目指します 


